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　教職員の皆様には日頃より教弘保険を通じまして、（公財）日教弘千葉支部の事業に対して深い

ご理解とご支援をいただいておりますことに心より感謝申し上げます。また、教弘保険の加入者が

増えることで、教育振興事業が年々拡充を図ることができております。これもひとえに皆様のご理

解とご協力の賜と、重ねて御礼申し上げる次第です。

　この教育実践研究論文の募集事業は、千葉県教育委員会の後援をいただき、当支部の教育振興事

業の大きな柱の一つとなっています。今回は学校部門１８点、個人部門２２点、合計４０点の応募

をいただきました。いずれも日々の教育実践への工夫改善と児童生徒の成長の様子を伺うことがで

き、審査員の先生方からは、素晴らしい実践研究であるとの高い評価をいただくことができました。

厳正な審査の結果、今回入賞された方々は別掲の通りです。入賞者の皆様には心よりお祝いを申し

上げます。また、今回入賞できなかった先生方におかれましても引き続き研究を深めまして、その

成果を教育実践に生かしていかれますことを切にお願いするとともに、再度応募いただきますよう

ご期待申し上げます。

　さて、現在の教育現場では、教職員の多忙化が大きな問題となっていますが、それと同時に新学

習指導要領への対応が喫緊の課題となっております。幼稚園では30年度から全面実施、小中学校で

も30年度から移行期間に入り32・33年度と順次全面実施となります。この中では「知識の理解の質

を高め、資質・能力を育む『主体的・対話的で深い学び』を実現するため「教育実践の蓄積に基づ

く授業改善の活性化により、知識の理解の質の向上を図り、これからの時代に求められる資質能力

を育んでいくことが重要」とされています。

　少子・高齢社会、そして教員の大量退職時代を前に、これまでの授業実践を若い教員にも引き継

ぎ、確かな指導力の継続と伸張が求められているわけです。

　今回入賞された論文には、そうしたこれからの授業改善にむけたヒントがたくさん含まれていま

す。先生方にはこの論文集を授業改善のために、指導力向上のために活用していただけることを願

ってやみません。

　当支部ではこれからも公益財団法人として事業の充実を図り、児童生徒の学習環境の整備や先生

方への支援にむけて、様々な面で公益財団としての役割を果たして参る所存です。

　末筆ながら、後援をいただきました千葉県教育委員会、昨年に引き続き審査委員長としてご指導

いただいた総合教育センター所長 安藤久彦様をはじめ各審査委員の先生方、更には論文をお寄せ

頂いた全ての方に深く感謝を申し上げまして、巻頭のご挨拶とさせていただきます。

「教育実践研究論文集」第32号の発刊に寄せて

公益財団法人 日本教育公務員弘済会千葉支部

支 部 長　熱　田　恒　雄
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　私たちが生きる社会では、情報化やグローバル化といった変化が人間の予測を超えて加速度的に
進展しています。子供たちが成長した社会は、ますます変化が速くなり、今まで以上に複雑で予測
困難になるだろうと言われています。子供たちがそうした社会を生きる資質・能力を身につけ、一
人一人が持つ可能性を引き出して豊かな人生を実現していくために、主体的・対話的で深い学びの
視点からの学習過程の改善、カリキュラム・マネジメントの実現などをキーワードとする新しい学
習指導要領に沿った教育を実践していくことが、私たちに求められています。
　具体的な内容は、例えば外国語教育の抜本的な強化に伴う小学校における外国語教育の改善・充
実、子供たちが考え、議論する道徳教育の実施、幼児教育と小学校教育の接続、高大接続など学校
段階間の接続など、多岐にわたっています。その一方で、従前の教員の業務を見直し、働き方を変
えていくことも必要となっています。今こそ、教員、行政、地域の力のすべてを結集して、教育の
理想形を実現していかなくてはなりません。
　こうした変革の時期に、本年度も公益財団法人日本教育公務員弘済会千葉支部主催による「教育
実践研究論文」の募集に、個人・グループ部門に２２点、学校部門に１８点の合計４０点の応募が
ありました。意識を高く持ち積極的に研究に取り組み応募された先生方の熱意に、先ずは心から敬
意を表したいと思います。
　応募論文を読ませていただきましたが、学校の実態に応じ学力向上などの課題に積極的に取り組
んだもの、地域の特色を生かし地域の教育力を生かした創意あふれる教育実践、長年の教育活動を
地道に積み上げたもの、子供たちの能力を引き出して資質を高める意欲的な指導方法の研究、働き
方改革にもつながる教員の業務改善に資する研究など、現代の学校が負っている課題に挑んだ論文
が多く見られ、他の学校においても参考にできる内容も多く見られました。
　いずれも甲乙つけ難い論文であり、審査は難しいものとなりました。様々な意見が出される中、
理論と実践が一体となりデータ検証や客観的な分析ができているか、実践の汎用性や具体性の程度
はどうか、当該校の教育活動の改善に資するものであるか、児童生徒の資質・能力の向上等につな
がっているかなどを観点として、個人・グループ部門、学校部門の受賞者を決定していきました。
　先に述べましたとおり、変革の時代だからこそ、教員が学び続ける姿勢とその成果がますます重
要になってきています。論文に応募された先生方、受賞された皆様には、常に学び続ける教員の代
表として、千葉県の教育を力強く牽引していただくことを期待いたします。併せて、ここに掲載さ
れた研究論文に刺激を受けた多くの先生方が、新しい研究テーマにチャレンジして、あらためてそ
の成果を次年度以降の研究論文に応募するような流れができれば、事業の効果はますます大きなも
のになると感じています。
　最後になりますが、教育実践論文を募集されました公益財団法人日本教育公務員共済会千葉支部
様に敬意を表するとともに、貴法人のますますの発展を祈念して、講評とさせていただきます。

　　　　　　　教育実践研究論文の効用
　　　　　　　　学び続ける学校と教員であるために

審査委員長　　　　　　　　　　
千葉県総合教育センター所長　　

安　藤　久　彦
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審　査　委　員

受 賞 者 の 皆 様

（敬称略）

審 査 委 員 長 千葉県総合教育センター　所長 安　藤　久　彦
審 査 委 員 千葉県総合教育センター　部長 豊　城　　　勲
審 査 委 員 千葉県高等学校長協会　　会長 百　瀬　明　宏
審 査 委 員 千葉県小学校長会　　　　会長 藤ヶ崎　　　功
審 査 委 員 千葉県中学校長会　　　　会長 羽　山　稔　彦
審 査 委 員 元小学校校長 木　村　節　夫
審 査 委 員 元小学校校長 林　　　洋　子
審 査 委 員 元小学校校長 鈴　木　郁　夫
審 査 委 員 元小学校校長 佐　藤　　　進
審 査 委 員 元中学校校長 泉　　　晴　行
審 査 委 員 元小学校校長 半　田　美智子
審 査 委 員 元特別支援学校校長 永　吉　　　諒
審 査 委 員 元小学校校長 小　寺　道　明
審 査 委 員 元中学校校長 石　井　　　章
審 査 委 員 元小学校校長 鈴　木　郁　夫
審 査 委 員 ㈱千葉教弘　代表取締役 藤　村　龍　一
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【奨励賞（佳作）】
　学校部門

千葉県立一宮商業高等学校 校長 田中　　薫 2020東京五輪の地元開催から学ぶ地域貢献活動について

市川市立大洲小学校 校長 山中　利之 子供たちが主体的に学ぶ学校づくりをめざして

習志野市立谷津南小学校 校長 佐久間繁美 子どもの思考力を高める言語活動のあり方

松戸市立大橋小学校 校長 山中　一廣 100年の時を超えて，21世紀の子どもたちへ

栄町立安食台小学校 校長 星　　勇人 活力にあふれ，健やかでたくましく活動する児童の育成

茂原市立新治小学校 校長 内田　美之 地域に根ざした環境学習

白子町立関小学校 校長 鈴木　輝夫 ふるさと白子から未来へ夢が広がる関小教育

袖ケ浦市立昭和小学校 校長 鴇田　道雄 「思考力・判断力・表現力を育てる算数科指導のあり方」

千葉市立椿森中学校 校長 飯田　　良 「豊かな人間性」を育む教育活動の創造

野田市立東部中学校 校長 飯森　　淳 東部中学校の主権者教育・主体性と自己有用感を育成する

我孫子市立湖北台中学校 校長 稲村　光男
障がい種を超え，進路を見据えた特別支援学級の新しい編
成と取り組み

勝浦市立勝浦中学校 校長 井上　晴彦 学校・郷土を愛する生徒の育成の在り方
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【奨励賞（佳作）】
　個人・グループ部門

千葉県立市川南高等学校 教諭 近藤　克彦 マスコットキャラクターによる学校活性化及びＰＲの実践

千葉県立白井高等学校 教諭 小島江津子 新科目「公共」に向けた実践事例

松戸市立松戸高等学校 教諭 萩原　利幸
「知識の定着」と「生徒が主体的に取り組む力」を両立す
る授業を目指して

市原市立養老小学校 教諭 森　　圭子 相手のよさを認め合う心の育成

船橋市立若松小学校 教諭 佐藤　裕子 クラスルームイングリシュ活用の工夫

市川市立南新浜小学校 校長 櫻井　茂樹 子どもが絶好調と言える学校を目指して

市川市立南新浜小学校 教諭 後藤美咲子 豊かな心を育てる道徳教育

野田市立南部小学校 教諭 渡部　悠介 家庭学習の習慣化に向けた指導と評価

流山市立流山小学校 教諭 安藤　淳一 運動が苦手な児童への支援

柏市立大津ケ丘第一小学校 教諭 井上　　昇 未来を生きぬく児童の育成を目指した３年間の実践

柏市立大津ケ丘第二小学校 主幹教諭 吉村　誠人
「特別の教科　道徳」でのテーマ発問型の授業実践の定着
について

千葉市立大椎中学校 校長 諸木　盛吉 校長としてのあり方について

流山市立東深井中学校 主幹教諭 町田　昌子
英語及び言語活動の充実を通しての英語表現力の育成につ
いて

袖ケ浦市立平川中学校 教諭 須永　雅巳 「ものづくり」への関心・意欲を高める一実践

市川市立塩浜学園 副校長 松井　　聰 「地域とともにある学校」市川市立塩浜学園の挑戦

酒々井町教育委員会
教育

ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ
一場　郁夫

「アクティブ・ラーニング」の視点に基づく博物館学習の
実践
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